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一

奈
良
県
庁
文
書
の
宮
座
調
査
資
料

黒
　
田
　
一
　
充

一
、
二
つ
の
宮
座
調
査
資
料

　

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
が
所
蔵
す
る
奈
良
県
庁
文
書
に
は
、
昭
和
前
期
の
宮
座
調

査
資
料
が
残
っ
て
い
る
。『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並
宮
座
調
』
と
『
昭
和
四
年
大
和
国
神

宮
神
社
宮
座
調
査
』
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
当
時
奈
良
県
か
ら
県
内
の
市
町
村
や
神

社
に
対
し
て
宮
座
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
回
答
を
綴
じ
た
も

の
で
あ
る
。

　
『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並
宮
座
調
』
は
、
縦
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
二
つ
折
り
に
し
た
用
紙
を
綴
じ
た
未
製
本
の
二
分
冊
に
な
っ
た
資
料

で
、
一
冊
目
の
表
紙
に
は
「
昭
和
十
一
年　

祭
祀
並
宮
座
調　

奈
良
県
」、
二
冊
目
に

は
「
昭
和
十
一
年　

祭
祀
並
宮
座
一
件
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
質
問
項
目
が

印
刷
さ
れ
た
調
査
票
に
手
書
き
で
回
答
が
記
入
さ
れ
、
書
き
き
れ
な
い
場
合
は
、
適

宜
罫
紙
な
ど
を
使
っ
て
回
答
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
『
昭
和
四
年
大
和
国
神
宮
神
社
宮
座
調
査
』
の
方
は
、一
冊
だ
け
の
未
製
本
の
資
料

で
、
表
紙
の
厚
紙
の
大
き
さ
は
縦
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
だ
が
、
回
答
用
紙
は
共
通
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
罫
紙
や
便
箋
な

ど
に
質
問
と
回
答
が
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
座
は
、
主
に
神
社
の
祭
祀
組
織
で
、
特
定
の
家
筋
の
人
や
あ
る
年
齢
以
上
の
人

な
ど
一
定
の
資
格
を
持
つ
人
び
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
や

明
治
後
期
の
神
社
合
祀
、
戦
後
の
農
地
改
革
や
高
度
経
済
成
長
期
な
ど
で
解
体
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
今
も
な
お
近
畿
地
方
を
中
心
に
多
数
残
っ
て
お
り
、
民
俗
学

の
祭
祀
研
究
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

宮
座
の
研
究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
前
期
で
あ
り
、
奈
良
県
庁
文
書
の

宮
座
資
料
の
う
ち
、
昭
和
十
一
年
の
資
料
は
、
近
畿
各
地
の
宮
座
を
調
査
し
、
は
じ

め
て
総
合
的
な
宮
座
の
研
究
を
し
た
肥
後
和
男
が
、
そ
の
現
地
調
査
に
先
だ
っ
て
、

宮
座
の
有
無
を
知
る
た
め
に
調
査
票
を
配
布
し
た
予
備
調
査
の
回
答
で
あ
る
こ
と
が

こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
い
る
。
一
方
の
昭
和
四
年
の
資
料
は
、
な
ぜ
こ
の
調
査
が
行

わ
れ
た
の
か
も
不
明
だ
が
、
奈
良
県
の
宮
座
を
考
え
る
上
で
は
、
ど
ち
ら
も
重
要
な

資
料
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

二
、『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並
宮
座
調
』

　
『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並
宮
座
調
』
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も
そ
の
内
容
の
一
部

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
奈
良
県
史
』
第
十
三
巻
・
民
俗
（
下
）①

の
「
第
三
章　

宮
座

と
墓
制
」（
中
田
太
造
執
筆
）
に
、「
第
二
節　

奈
良
県
内
宮
座
資
料
」
と
し
て
、
こ

の
『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並
宮
座
調
』
か
ら
抜
き
出
し
た
奈
良
県
の
宮
座
の
リ
ス
ト
が



二

載
っ
て
い
る
。
神
社
名
と
所
在
地
、
宮
座
の
名
称
の
ほ
か
、
座
の
人
数
や
入
座
の
年

齢
、
当
屋
の
決
め
方
な
ど
が
、
資
料
に
も
と
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ス
ト
は
そ
の
後
、
一
部
誤
字
の
修
正
を
行
っ
た
上
で
、
中
田
氏
の
著
書
に

「
宮
座
資
料
（
抄
）」
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
出
典
資
料
に
つ
い
て
は
何
も
触

れ
ら
れ
て
い
な
い②
。

　

そ
の
後
、島
津
俊
之
氏
が
『
奈
良
民
俗
通
信
』
第
一
八
号
（
奈
良
民
俗
談
話
会
、一

九
九
二
年
）
に
「
肥
後
和
男
氏
調
査
の
大
和
宮
座
資
料
」
と
し
て
、
こ
の
資
料
が
明

治
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
』
と
一
連
の
資

料
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

明
治
大
学
図
書
館
に
は
、『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
』
と
『
宮
座

調
査
』
と
い
う
肥
後
和
男
に
関
わ
る
二
種
類
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
化
も
さ
れ
て
い
る
。

　
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
』（
滋
賀
県
八
冊
、
京
都
府
五
冊
、
奈

良
県
四
冊
の
計
一
七
冊
）
は
、
現
地
調
査
前
の
予
備
調
査
の
調
査
票
を
綴
じ
て
製
本

し
た
も
の
で
、『
宮
座
資
料
』（
滋
賀
県
一
一
冊
、
京
都
府
五
冊
、
大
阪
府
四
冊
、
奈

良
県
六
冊
の
計
二
六
冊
）
は
、
予
備
調
査
を
も
と
に
し
て
学
生
た
ち
と
と
も
に
現
地

調
査
を
行
っ
た
際
の
調
査
記
録
を
製
本
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
が
肥
後
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
経
緯
と
資
料
内
容
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、

元
明
治
大
学
教
授
の
萩
原
龍
夫
が
、「『
宮
座
資
料
』
に
つ
い
て
」（『
史
料
と
伝
承
』

三
号
、
史
料
と
伝
承
の
会
、
一
九
八
一
年
）
と
、「『
宮
座
資
料
』
に
つ
い
て
（
続
）」

（『
同
誌
』
六
号
、
一
九
八
二
年
）
を
記
し
て
い
る③
。

　

調
査
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、肥
後
自
身
が
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
や
『
宮

座
の
研
究
』④

の
中
で
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
、
滋

賀
県
・
京
都
府
・
奈
良
県
・
大
阪
府
・
福
井
県
・
兵
庫
県
の
順
に
、
宮
座
を
調
査
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、
府
県
庁
を
通
じ
て
調
査
票
を
配
布
し
、
そ

の
回
答
を
も
と
に
し
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
調
査
票
を
ま
と
め
た
も

の
が
、『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
調
査
報
告
』
で
あ
る
。

　

明
治
大
学
図
書
館
に
は
、
肥
後
が
寄
贈
し
た
滋
賀
県
・
京
都
府
・
奈
良
県
の
三
府

県
分
だ
け
が
残
っ
て
い
る
が
、
近
年
大
阪
市
史
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
津
田
秀
夫
文
庫

に
、
大
阪
府
の
四
冊
と
兵
庫
県
の
二
冊
が
残
っ
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
筆
者
を
中

心
に
翻
刻
作
業
を
行
っ
て
、
そ
の
成
果
を
刊
行
し
た⑤
。

　
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
調
査
報
告
』
に
残
っ
て
い
る
調
査
票
は
、二
つ
折
り
し

て
綴
じ
る
よ
う
に
、
用
紙
の
右
半
分
に
神
社
名
と
社
格
・
所
在
地
・
報
告
者
と
神
職
・

氏
子
の
大
項
目
の
枠
、
左
半
分
に
祭
礼
・
宮
座
の
大
項
目
と
記
入
上
の
注
意
の
枠
が

あ
り
、
大
項
目
の
枠
内
に
質
問
項
目
が
印
刷
さ
れ
、
空
欄
に
回
答
が
記
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
見
つ
か
っ
て
い
る
滋
賀
県
・
京
都
府
・
奈
良
県
・
兵
庫
県
の
調
査
票
は
、
同

じ
大
き
さ
と
書
式
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
大
阪
府
だ
け
は
、
横
を
二
倍
し
た
大
き
さ

の
全
く
別
の
書
式
に
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
票
の
中
に
印
刷
さ
れ
た
質
問
項
目
は
、
府
県
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変
え
ら
れ

て
い
る
。
特
に
、
滋
賀
県
の
後
に
調
査
が
行
わ
れ
た
奈
良
県
の
調
査
票
は
、
滋
賀
県

の
調
査
で
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
質
問
項
目
が
増
え
て
い
る⑥
。

　

明
治
大
学
図
書
館
に
残
っ
て
い
る
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
調
査
報
告
』
の
奈

良
県
の
調
査
票
が
、
奈
良
県
庁
文
書
に
も
残
っ
て
い
る
理
由
は
、『
昭
和
十
一
年　

祭

祀
並
宮
座
調
』（
一
）
の
冒
頭
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
回
議
用
紙
（
起
案
書
）
か
ら
わ
か

る
。



三

　
　

昭
和
十
年
十
二
月
二
十
六
日
起
案　

十
二
月
二
十
七
日
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
務
部
長
・
社
寺
兵
事
課
長
・
課
員
の
印
）

　
　
　

社
兵
第
一
、
九
〇
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
長

　
　
　
　
　
　
　

神
職
会
郡
市
支
部
長　

宛

　
　
　

神
社
祭
祀
並
宮
座
調
査
ニ
関
ス
ル
件
、
照
会

　
　
　

�

神
社
祭
祀
並
宮
座
調
査
上
必
要
ニ
付
、
左
記
ニ
依
リ
別
紙
調
査
用
紙
ニ
記
入

ノ
上
回
送
セ
シ
メ
ラ
レ
度
此
段
及
照
会
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　
　

一�

、
官
幣
社
以
下
総
テ
ノ
神
社
ニ
付
調
査
ノ
コ
ト　

但
シ
神
職
欠
員
神
社
並

招
魂
社
ハ
調
査
ノ
限
ニ
ア
ラ
ズ

　
　
　

二
、
一
神
社
ニ
付
正
副
二
通
提
出
ノ
コ
ト

　
　
　

三
、
記
入
ノ
上
ハ
当
該
神
社
ヨ
リ
直
接
当
庁
へ
提
出
ス
ル
様
御
取
計
相
成
度

　
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
七
日
付
で
、
県
社
寺
兵
事
課
か
ら
「
神
社
祭
祀
並
宮
座
調

査
」
を
行
っ
た
こ
と
が
こ
の
起
案
書
か
ら
わ
か
る
が⑦
、
第
一
項
に
は
、
調
査
対
象
は

神
職
が
欠
員
の
神
社
と
招
魂
社
を
除
い
た
県
内
の
す
べ
て
の
神
社
が
対
象
に
さ
れ
た

こ
と
。
第
二
項
か
ら
、
回
答
は
二
通
提
出
が
要
求
さ
れ
、
県
庁
で
の
保
管
分
と
肥
後

へ
渡
さ
れ
た
正
副
二
セ
ッ
ト
が
存
在
し
た
こ
と
。
記
入
後
は
、
各
神
社
か
ら
直
接
県

庁
へ
返
送
す
る
よ
う
指
示
が
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
治
大
学
図
書
館
の
資
料
の
特
徴
は
、
郡
別
に
回
答
が
整
理
さ
れ
、
県
ご
と
に
表

紙
の
色
を
変
え
て
製
本
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
奈
良
県
庁
文
書
の
方
は
仮
綴
じ
に

厚
紙
の
表
紙
が
付
け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
受
領
し
た
日
付
順
に
綴
じ
た
も
の
と
思

わ
れ
、郡
ご
と
の
ま
と
ま
り
は
一
部
あ
る
が
、整
理
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
。
調

査
票
の
中
に
は
、
奈
良
県
の
日
付
入
り
の
受
領
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

所
蔵
す
る
奈
良
県
図
書
情
報
館
の
所
在
情
報
に
よ
る
と
、
一
冊
目
に
は
昭
和
十
一
年

四
月
十
日
ま
で
、
二
冊
目
に
は
昭
和
十
一
年
四
月
七
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
の
日
付

の
調
査
票
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
『
宮
座
の
研
究
』
に
は
、肥
後
は
奈
良
県
の
調
査
は
昭
和
十
年
十
二
月
に
調
査
票
を

配
布
し
、
六
〇
〇
社
分
の
回
答
を
得
て
、
翌
年
十
一
月
か
ら
助
手
八
名
と
と
も
に
奈

良
県
の
中
央
平
坦
部
を
中
心
に
宮
座
調
査
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る⑧
。

　

奈
良
県
庁
文
書
の
二
分
冊
に
な
っ
て
い
る
回
答
か
ら
そ
の
内
訳
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
明
治
大
学
図
書
館
の
原
本
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
比
較
し
た
結
果
、
奈
良
県

庁
文
書
の
第
一
冊
に
三
六
二
社
、
第
二
冊
に
二
九
六
社
の
合
計
六
五
八
社
の
調
査
票

が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
重
複
が
一
社
あ
る
の
で
、
六
五
七
社
分
）。

　

さ
ら
に
、
明
治
大
学
図
書
館
に
残
っ
て
い
て
、
奈
良
県
庁
文
書
に
は
な
い
回
答
が

一
〇
社
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
が
、
神
社
名
だ
け
が
記
入
さ
れ
て
、
本
文
に
回
答
が

記
入
さ
れ
て
い
な
い
ほ
ぼ
白
紙
の
も
の
が
そ
の
中
に
五
社
あ
り
、
残
り
も
宮
座
の
質

問
に
対
し
て
「
宮
座
は
な
し
」
と
答
え
た
も
の
や
空
欄
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
綴
じ
ら
れ
た
調
査
票
の
枚
数
は
、
重
複
等
を
除
く
と
次
の
表

1
の
よ
う
に
な
る
。〈　

〉
内
の
数
字
は
、
奈
良
県
庁
文
書
・
明
治
大
学
図
書
館
の
そ

れ
ぞ
れ
一
方
に
だ
け
残
っ
て
い
る
調
査
票
の
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
わ
か
る
よ
う

に
、
奈
良
県
庁
文
書
と
明
治
大
学
図
書
館
の
調
査
票
の
大
き
な
違
い
は
、
明
治
大
学

図
書
館
に
は
残
っ
て
い
な
い
奈
良
市
と
添
上
郡
の
回
答
が
、
奈
良
県
庁
文
書
に
は
残

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
資
料
の
回
答
に
含
ま
れ
る
宮
座
の
数
に
つ
い
て
は
、
宮
座
の
有
無
に
つ
い
て

の
質
問
に
対
し
て
、「
今
は
な
し
」
と
い
う
回
答
が
あ
り
、
そ
れ
が
か
つ
て
宮
座
は
存

在
し
た
が
調
査
時
に
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
か
、
昔
か
ら
な
か
っ
た
の
か
の
ど

ち
ら
か
判
断
し
に
く
い
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
る
と
二
七
〇
社
余
り
の
神
社
に
宮
座
が

あ
っ
た
と
い
う
回
答
が
残
っ
て
い
る
。

　

奈
良
県
庁
文
書
の
資
料
か
ら
抜
き
出
し
た『
奈
良
県
史
』の
宮
座
リ
ス
ト
に
は
、重

複
し
て
い
る
一
社
を
除
い
て
二
四
〇
社
の
宮
座
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
肥
後

が
現
地
調
査
を
行
っ
た
後
、『
宮
座
の
研
究
』
の
第
一
篇
・
第
三
章
「
宮
座
の
分
布
」

に
近
畿
各
府
県
の
宮
座
分
布
表
を
ま
と
め
て
お
り
、
そ
こ
の
奈
良
県
に
は
二
七
九
社

の
神
社
が
載
っ
て
い
る
。

　

こ
の
数
字
の
違
い
は
、『
奈
良
県
史
』
の
宮
座
リ
ス
ト
の
作
成
時
、
原
本
か
ら
抜
き

出
す
際
に
漏
れ
た
山
辺
郡
二
階
堂
村
荒
蒔
・
勝
手
神
社
や
高
市
郡
高
取
町
清
水
谷
・

高
生
神
社
の
よ
う
な
事
例
以
外
に
、
肥
後
が
「
今
は
な
し
」
と
す
る
回
答
を
過
去
に

は
存
在
し
た
と
し
て
多
数
採
っ
て
い
る
こ
と
や
、
現
地
調
査
後
に
見
つ
か
っ
た
事
例

を
加
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

明
治
大
学
図
書
館
の
『
宮
座
調
査
』
か
ら
肥
後
の
調
査
地
が
わ
か
る
が
、
主
と
し

て
予
備
調
査
の
回
答
の
中
か
ら
宮
座
が
よ
く
残
っ
て
い
る
神
社
を
選
び
、
そ
の
周
辺

の
神
社
で
も
調
査
を
し
て
い
る
。
調
査
票
の
回
収
が
悪
い
地
域
へ
も
脚
を
伸
ば
し
て

お
り
、
中
で
も
生
駒
郡
は
、
北
倭
村
の
高
山
八
幡
神
社
や
伊
古
麻
都
比
古
神
社
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
宮
座
分
布
表
に
二
〇
社
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
回
答
の
な

い
吉
野
郡
国
樔
村
の
調
査
で
も
四
社
を
追
加
し
て
い
る
。

　

肥
後
の
作
成
し
た
宮
座
分
布
表
は
、所
在
地
と
神
社
名
、宮
座
の
名
称
だ
け
で
、具

体
的
な
組
織
や
儀
礼
の
様
子
は
、『
宮
座
の
研
究
』
の
本
文
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
原
本
と
比
較
す
る
と
誤
字
も
あ
り
、
大
阪
府
や
兵

庫
県
で
は
、
回
答
か
ら
は
祭
祀
組
織
の
名
称
が
わ
か
ら
な
い
も
の
や
単
に
「
座
」
と

記
入
し
て
い
る
も
の
も
、
分
布
表
に
は
「
宮
座
」
と
す
る
な
ど
、
実
態
と
あ
っ
て
い

な
い
可
能
性
が
高
い
。
詳
し
く
原
本
と
の
比
較
を
し
て
い
な
い
が
、
滋
賀
県
や
京
都

府
で
も
お
そ
ら
く
同
じ
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
奈
良
県
の
分
布
表
で
は
、
組
織
の
名
称
を
「
宮
座
」
と
す
る
神
社
が
他

府
県
に
比
べ
て
非
常
に
多
い
。
奈
良
県
も
実
態
と
離
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
昭
和
四
年
の
宮
座
調
査
資
料
を
検
討
し
て
み
た
い
。

表
1
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
』

�

奈
良
県
庁
文
書
と
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
回
答
数

奈良県庁文書 明治大学図書
館

奈良市 23〈23〉 ―

磯城郡 95 〈7〉 89 〈1〉

山辺郡 77 〈2〉 80 〈5〉

添上郡 93〈93〉 ―

生駒郡 11 〈1〉 10

北葛城郡 28 28

南葛城郡 9 9

宇陀郡 47 48 〈1〉

宇智郡 43 44 〈2〉

高市郡 32 〈1〉 31

吉野郡 199 〈8〉 193 〈1〉

計 657 532

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
《
重
複
は
一
社
と
し
て
数
え
る
》
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三
、『
昭
和
四
年
大
和
国
神
宮
神
社
宮
座
調
査
』

　
『
昭
和
四
年
大
和
国
神
宮
神
社
宮
座
調
査
』
に
つ
い
て
は
、『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並

宮
座
調
』
の
よ
う
に
回
議
用
紙
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
を
行
っ
た

際
の
県
社
寺
兵
事
課
か
ら
の
通
達
が
、『
奈
良
県
報
』
五
二
〇
号
（
昭
和
四
年
三
月
二

〇
日
発
行
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

昭
和
四
年
三
月
二
〇
日
付　

社
兵
第
一
一
四
六
号
通
達

　
　
　

各　

官
幣
社
宮
司

各　

市
町
村
長　

｝
宛　

宮
座
ニ
關
ス
ル
調
査
方
ノ
件
照
會

　

こ
の
資
料
は
、
質
問
が
印
刷
さ
れ
た
調
査
票
を
配
布
し
た
も
の
で
は
な
く
、
現
在

残
っ
て
い
な
い
質
問
用
紙
が
別
に
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
神
社
ご
と
か
、
あ
る
い
は

役
場
が
ま
と
め
て
回
答
を
罫
紙
な
ど
に
手
書
き
で
記
入
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
用

紙
も
不
統
一
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
質
問
項
目
を
記
入
し
た
後
に
回
答
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
た
め
、
質
問
項
目
は
次
の
六
項
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

一　

神
社
ノ
所
在
地
、
社
格
、
社
名

　
　

二　

宮
座
ノ
由
来　

沿
革
、
變
遷
、
規
約
又
ハ
之
ニ
關
ス
ル
モ
ノ

　
　

三　

往
古
ヨ
リ
現
今
二
至
ル
慣
行
又
ハ
特
殊
ノ
行
事
ノ
詳
細

　
　

四　

氏
子
又
ハ
崇
敬
者
ノ
宮
座
ニ
對
ス
ル
権
利
義
務

　
　

五　

官
私
祭
ト
宮
座
ト
ノ
聯
絡
若
ハ
關
係
事
項

　
　

六�　

宮
座
ノ
財
産
會
計
ト
神
社
經
理
經
營
上
ニ
寄
與
セ
ル
事
例
其
他
参
考
ト
ナ

ル
事
項

　

回
答
は
基
本
的
に
、
官
幣
社
・
県
社
・
郷
社
の
順
に
並
べ
た
後
、
村
社
・
無
格
社

が
郡
別
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
回
答
神
社
数
は
二
四
六
社
で
、
内
訳
は
磯
城
郡
三
四

社
・
山
辺
郡
三
〇
社
・
添
上
郡
四
〇
社
・
生
駒
郡
七
二
社
・
北
葛
城
郡
九
社
・
南
葛

城
郡
一
四
社
・
宇
陀
郡
一
四
社
・
宇
智
郡
五
社
・
高
市
郡
一
六
社
・
吉
野
郡
一
二
社

で
あ
る
。
奈
良
県
図
書
情
報
館
の
所
在
情
報
に
よ
る
と
、
昭
和
四
年
四
月
五
日
か
ら

七
月
五
日
ま
で
の
日
付
の
受
領
印
が
押
さ
れ
た
調
査
票
が
こ
の
中
に
残
っ
て
い
る
。

　

回
答
が
残
っ
て
い
る
神
社
の
ほ
と
ん
ど
に
宮
座
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
宮
座
が

な
い
と
答
え
た
神
社
の
多
く
は
、
村
役
場
が
村
内
の
神
社
の
回
答
を
続
け
て
記
入
し

た
り
、
ま
と
め
た
一
覧
表
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

　

官
幣
社
に
つ
い
て
は
大
和
神
社
と
談
山
神
社
だ
け
で
、
春
日
大
社
や
大
神
神
社
な

ど
の
回
答
が
な
い
こ
と
や
、
県
社
・
郷
社
も
す
べ
て
の
回
答
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、

『
昭
和
十
一
年
祭
祀
並
宮
座
調
』
に
比
べ
て
回
答
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、現
在
残
る

資
料
は
、
全
回
答
の
一
部
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
回
答
に
宮
座
の

記
述
が
あ
っ
た
も
の
を
残
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
資
料
と
昭
和
十
一
年
の
資
料
を
比
べ
る
と
、
昭
和
四
年
の
資
料
に
は
回
答
が

残
っ
て
い
る
が
、
十
一
年
の
資
料
に
は
残
っ
て
い
な
い
神
社
が
多
い
。
さ
ら
に
、『
宮

表
2
『
昭
和
四
年
大
和
国
神
宮
神
社
宮
座
調
査
』
の
回
答
数

《
同
じ
用
紙
で
も
二
社
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
別
々
に
数
え
た
》

奈良市 0

磯城郡 34

山辺郡 30

添上郡 40

生駒郡 72

北葛城郡 9

南葛城郡 14

宇陀郡 14

宇智郡 5

高市郡 16

吉野郡 12

計 246
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表 3　『昭和四年大和国神宮神社宮座調査』（奈良県図書情報館『奈良県庁文書』）
No． 郡 市町村・大字 神社名 現市町村 宮座の記述
1 山辺郡 朝和村新泉 大和 桜井市 往古社家の家筋→明治改正【維新】：新泉（10名）・岸田（34

名）・成願寺（13名）・中山（ 5名）・萱生（ 5名）・三昧田（23
名）・佐保庄（ 9人）・兵庫（12名）・長柄（18名）→成願寺・
佐保庄・長柄以外は、村座或は平座（住民全部が交替）に
なる。中山（明治初年）・萱生（明治初年）・兵庫（明治 8
年）・新泉（明治14、 5 年）・三昧田（明治17、 8 年）・岸田
（明治44年、岸田と岩懸が合併）。佐保庄（14名）・長柄（従
来の座筋以外に大正14年から地租納税多額者より年々
選定、40人）・成願寺（21名）

2 磯城郡 多武峰村多武峰 談山 桜井市 嘉吉祭、旧五家で當番
3 南葛城郡 南葛城村鳴神 高鴨 御所市 宮座（ 8座→ 9座）。上頭座（19名）・諸頭座（10名）・戌亥

座（ 4名）・實（巳）の出座（ 8名）・冨田座（ 6名・上頭座に
も加入）・古捿座（ 3名）・彌榮座（ 7名）・垣内座（ 6名・ 5
名は上頭座にも加入）・實壽毛登座（ 4名）

4 宇陀郡 榛原町下井足 宇太水分 宇陀市 宮座（頭屋座；20戸内外）、明治30年に三十八神社（上井
足区）の宮座が分離

5 吉野郡 川上村井光 井光 川上村 宮座。傅衆座・役座（昔は庄屋・百姓代→区長）・北座・
西座（西座は他村から移住した者だが、座頭は以前巫の
職を務めたものの系統）

6 宇陀郡 榛原町萩原 墨坂 宇陀市 六社権現宮座（ 1座→ 2座；敬神講と神楽講）
7 磯城郡 多村多 多坐弥志理都比

古
田原本町 左座・右座

8 生駒郡 南生駒村壱分 往馬坐伊古麻都
比古

生駒市 下郷：壱分座・下大座・峠座・六ツ座（小瀬・小平尾に
それぞれ西座・中座・東座）、上郷：上大座（坤座［有里・
大門・鬼取］・巽座［西畑・小倉寺］・乾座［菜畑］・艮座［菜
畑］）・北方座［小明・辻・山崎・谷田］

9 山辺郡 都介野村友田 都祁水分 宇陀市 宮座は全廃、もとは 8ヶ村にあった
10 磯城郡 川東村蔵堂 村屋坐弥冨都比

賣
田原本町 森講・綱切講（祭りに奉幣）・朔日講・綱掛講（綱掛け）・

明神講・敬神講（地方系敬神講・大阪敬神講）・スコンド
（ソコンド・ソード）講

11 生駒郡 矢田村矢田 矢田坐久志玉比
古

大和郡山市 東座（一老・二老）・西座（一老・二老）・丸尾座（往古は一
老・二老、現在なし）・新村座（字新村の八幡神社が明治
43年に合祀）・敬神座（明治 5年、廻り当屋）

12 添上郡 大柳生村大柳生 夜支布山口 奈良市 年寄上八人衆・二十人衆・座衆。15歳で入座（宵宮に入
座、座順は父親の年齢順）

13 生駒郡 郡山町柳 郡山八幡 大和郡山市 宮座なし
14 磯城郡 初瀬町初瀬 與喜天満 桜井市 頭屋
15 宇陀郡 御杖村神末 御杖 御杖村 宮座。東町・西町・中村・上村の 4組に當人→ 7組（敷

津を加え、明治 6年から）、東座が上座
16 高市郡 高取町下子島 小島 高取町 宮座なし。上子島神社と 1枚の回答
17 高市郡 高取町上子島 上子島 高取町 古宮講（ 7名）。当家、小判の餅、九曜の餅（薄板に 9個

の小餅）
18 高市郡 高取町観覚寺 高皇産霊 高取町 左り座（ 7名）・九人講（ 9名→ 7名）・大講（16名）・宮講

（18名、新講または真講： 3年前から発足したのと、昔、
真講があったのが復活したため）

19 北葛城郡 王寺村王寺 片岡 王寺町 宮座。年長 5名を中心
20 吉野郡 龍門村河原屋 大名持 吉野町 宮座。壺方（クジヤ株）と平方、明治初年に区別を廃止。

往古は壺方以外は玉垣内へ入れず
21 吉野郡 下北山村池峯 池 下北山村 宮座（ 8大字に 8組：上池原・下池原・池峯・寺垣内・

浦向・佐田・上桑原・下桑原）
22 吉野郡 十津川村玉置川 玉置 十津川村 【宮座の記載なし】
23 添上郡 大安寺村東九条

（辰市村）
八幡 奈良市 十二人衆（左座・右座）。年長者から一﨟・二﨟

24 添上郡 帯解町今市 春日 奈良市 宮座（25戸）。當屋祭は、男児出生順に當屋を勤める
25 添上郡 帯解町柴屋 八阪 奈良市 座中（15戸）。当屋祭、座中の内 6戸が順に当屋を勤める
26 添上郡 帯解町山 八阪 奈良市 座（土着の者→明治 8、 9年から全員に）。當屋祭では、

男児が生まれた家全てが當屋。その中で早く出生した家
が親當屋
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27 添上郡 帯解町山 御霊 奈良市 座（土着の者のみ）。長老 6名。当屋祭は、男児のある家
順に当屋をつとめる

28 添上郡 帯解町窪之庄 八阪 奈良市 座元（ 5戸→明治10年ごろ全戸に）。当屋祭は、男児のあ
る家順に当屋を勤める

29 添上郡 帯解町田中 八王子 奈良市 宮座は不詳。大字全部が座中。当屋祭は、その年に男児
が生まれた家が座元となり、親當屋の家の男児が稚児と
なる

30 添上郡 帯解町池田 熊野 奈良市 宮座（10戸→11戸）・新宮座。当屋は男児のある家順
31 添上郡 東山村別所 金刀比羅 山添村 大字に住居する氏子の17歳以上。氏子の最年長者が神

主、次の年長者 2名と神事などを行う。年長者から順に
4名ずつ當人となる

32 添上郡 東山村水間 八幡 山添村 年番 3名で事務などを行う。前年 8月からその年 7月ま
でに男子が出生した家 6戸が當人。不足の場合は女子出
産の者で補充する

33 添上郡 東山村室津 戸隠 山添村 年番者 6名。祭りで神歌を唱う
34 添上郡 東山村松尾 遠瀛 山添村 祭りで氏子が円座になる
35 添上郡 東山村的野 八幡 山添村 輪番で白酒を造った
36 添上郡 東山村峰寺 六所 山添村 神祭は、松尾・的野・峰寺の 3地区交代で渡御を行う。

最初に男児が出生した時は、父子は正装で参加する。
2 /21　射初座

37 添上郡 東山村桐山 戸隠 山添村 オトナ座（一老～四老）・普通座。豊田楽の式。
38 添上郡 東山村北野 天 山添村 烏帽子座・非主座。四分と六分の割合。烏帽子座に豊田

楽の式
39 添上郡 治道村横田 和爾下 大和郡山市 宮座はなし
40 添上郡 治道村横田 八幡 大和郡山市 當家座中（37戸）。當家（ 4名→ 2名）
41 添上郡 治道村横田 杵築 大和郡山市 宮座（11戸）。 9 /21　兄当家、10/ 1 　弟当家
42 添上郡 治道村櫟枝 八幡 大和郡山市 宮座なし
43 添上郡 治道村石川 八阪 大和郡山市 本座・平座
44 添上郡 治道村白土 白阪 大和郡山市 宮座（全戸）
45 添上郡 治道村発志院 八王子 大和郡山市 宮座（ 2組、座筋とそうでない組）
46 添上郡 治道村伊豆七條 子守 大和郡山市 【宮座の記載なし】
47 添上郡 治道村新庄 素盞鳴 大和郡山市 宮座は新庄一円
48 添上郡 治道村新庄 鉾立 大和郡山市 宮座は鉾立一円
49 添上郡 治道村番條 熊野 大和郡山市 【宮座の記載なし】
50 添上郡 東里村鳴川 春日 奈良市 座。宮守（座の長老）、男性17歳で加入
51 添上郡 東里村北 戸隠 奈良市 大座・今座・新座
52 添上郡 東里村中川 三社 奈良市 中川宮座、男性15歳以上が加入。入座の新しい者15人が

當屋、一番若い人が當屋頭
53 添上郡 大柳生村大柳生 夜支布山口 奈良市 年寄上八人衆・二十人衆・座衆、 5月選出、15歳以上。

八人衆が全権をもつ
54 添上郡 平和村下三橋 風 大和郡山市 宮座。すべて同じ姓の長老10人、當屋少年 4名
55 添上郡 平和村稗田 賣田（太） 大和郡山市 宮座（古くは、古座・新座）、江戸時代は 3家
56 添上郡 平和村若槻 天満 大和郡山市 宮座（本座・平座の区別なし）。最年長者が神社の仕事
57 添上郡 平和村大江 大将軍 大和郡山市 左座・右座。10/ 1 朔日座・10/ 5 五日座（竜田川へ）・

10/14宵宮座
58 添上郡 平和村番匠田中 須佐之男 大和郡山市 宮座、男子 3歳で入座
59 添上郡 平和村井戸野 八幡 大和郡山市 左座・右座。左座一老が庶務
60 添上郡 平和村美濃庄 大将軍 大和郡山市 【宮座の記載なし】
61 添上郡 平和村上三橋 須佐之男 大和郡山市 當屋座（ 6戸）・天満當屋座（15、 6 軒）・宵宮座（その他）
62 生駒郡 平端村八條 菅田 大和郡山市 御供・本當家・平當家
63 生駒郡 平端村宮堂 八王子 大和郡山市 本當家・平當家
64 生駒郡 平端村額田部 推古 大和郡山市 氏子内の戸主の年長者 2名が當家
65 生駒郡 平端村長安寺 厳島 大和郡山市 旧氏子戸主15歳以上が祭典に参列
66 生駒郡 平端村柏木 杵築 大和郡山市 宮座。年長者から順に當家
67 生駒郡 平端村西 戎子 大和郡山市 氏子戸主の年長者から順に當家
68 生駒郡 田原村長谷 日吉 大和郡山市 座人（28戸）とヒラ人（14戸）、一老神主と以下の 5人を六

人衆。當番 2名（元は 3名）、15歳以上の男子が加入
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69 生駒郡 田原村和田 天 大和郡山市 【宮座の記載なし】
70 生駒郡 田原村須山 春日 大和郡山市 もと古座と新座（明治30年ごろまで、現在なし）
71 生駒郡 田原村杣ノ川 春日 大和郡山市 宮座（下杣ノ川 9人、上杣ノ川 9人）
72 生駒郡 田原村中之庄 天 大和郡山市【宮座の記載なし】
73 生駒郡 郡山町新木 新城 大和郡山市 宮座（20戸中15戸）、年長 4人を一老。男17歳以上が加入
74 生駒郡 矢田村山田 杵築 大和郡山市 左座・右座→明治12年一般氏子を座衆にする
75 生駒郡 矢田村外川 八幡 大和郡山市 八人衆（ 8戸）→全戸（20戸）。15歳で入座、かつては八人

衆が一般座衆の上位にあった
76 生駒郡 筒井村筒井 管田比賣 大和郡山市 宮座（12戸）、兄當屋と弟當屋。15歳以上の男
77 生駒郡 筒井村筒井 八幡 大和郡山市 宮座（ 9戸）、兄弟 2戸の當屋。15歳以上
78 生駒郡 筒井村丹後庄 八雲 大和郡山市 宮座（30戸）、2組に分け、年番當屋 1戸をそれぞれ出す

→明治30年全員にし、年長10人を十人衆とする
79 生駒郡 筒井村杉 八幡 大和郡山市 座筋（10戸→ 6戸）。兄弟 2戸の當屋
80 生駒郡 筒井村本庄 八幡 大和郡山市 座筋（ 8戸）、兄弟當屋
81 生駒郡 筒井村弓井 八幡 大和郡山市 四人衆（年長者）、兄弟当屋。男性全員が加入、男子出生

時に玄米 2升を座に納める
82 生駒郡 北倭村高山 天満 生駒市 西座・中座・東座→明治初年廃止、明治20年から敬神社
83 生駒郡 北倭村鹿畑 素盞鳴 生駒市 東座・西座→ 5座（東座が 3、西座 2）
84 生駒郡 北倭村上 伊弉諾 生駒市 宮座、座頭（年長の者）、宮座の建物あり
85 生駒郡 北倭村上 天忍穂 生駒市 【宮座の記載なし】
86 生駒郡 北倭村上 一言主 生駒市 【宮座の記載なし】
87 生駒郡 北倭村南田原 住吉 生駒市 東座・西座・南座・北座（南田原）、南座・北座（北田原）

→明治中頃以降、廃止や合同で、南田原の東座・西座のみ
88 生駒郡 本多村椎木 杵築 大和郡山市 宮座・十人衆（延享年間は33戸、男子の家督相続人のみ

→二男以下、分家も可→53戸）
89 生駒郡 本多村池沢 春日 大和郡山市 新座・古座→明治12年開放、一老。当家 2名
90 生駒郡 本多村今国府 杵築 大和郡山市 右座・左座→明治初年に区別なし。當屋 4戸。10/ 8 御

拝築（門口に杉葉の祠、芝の台）、御湯神楽、10/10例祭。
91 生駒郡 本多村馬司 杵築 大和郡山市 十人衆（村に出生した者に限定→大正11年から年長者10

人に）
92 生駒郡 本多村椎木 杵築 大和郡山市 十人衆（年長10人）、當家 2名
93 生駒郡 富郷村高安 天満 斑鳩町 宮座。一老～六老、50戸中30戸
94 生駒郡 富郷村幸前 幸前 斑鳩町 宮座。一老～三老、22戸全部
95 生駒郡 富郷村阿波 阿波 斑鳩町 宮座。一老～三老、17戸全部
96 生駒郡 富郷村阿波 厳島 斑鳩町 宮座。一老～三老、30戸全部
97 生駒郡 富郷村三井 三井 斑鳩町 宮座。一老～三老、30戸全部
98 生駒郡 富郷村岡本 菅原 斑鳩町 宮座。一老～三老、17戸全部
99 生駒郡 都跡村七條 天満 奈良市 艮座・巽座・坤座・乾座
100 生駒郡 都跡村西ノ京 養天満 奈良市 西ノ京に 3座、五条に 2座
101 生駒郡 都跡村尼辻北野 北野天満 奈良市 當屋（14戸が輪番）。天神講（ 2 /25）、一升餅座（ 3 / 1 ）
102 生駒郡 都跡村佐紀 釣殿 奈良市 六人衆
103 生駒郡 都跡村南新 皇太 奈良市 六人衆、 5 /上旬に宮座。15歳以上の男子全員が加入
104 生駒郡 都跡村尼辻乙 天 奈良市 宮座、 6 / 5 米と新麦の草粽を献饌
105 生駒郡 平群村櫟原 生駒山口 平群町 座（ 2座）、當座は 2座からそれぞれ輪番で10人ずつ出

し、その中から一人を抽籤する。選ばれた 2人の年長者
を兄頭左座、もうひとりを弟頭右座と呼ぶ

106 生駒郡 平群村福貴畑 杵築 平群町 宮座、年 2回座小屋に籠もる
107 生駒郡 平群村椿井 春日 平群町 【宮座の記載なし】
108 生駒郡 平群村久安寺 素盞鳴 平群町 座（ 8人）
109 生駒郡 片桐村小泉 小泉 大和郡山市 大宮座、世話人 7名が輪番
110 生駒郡 片桐村小林 杵築 大和郡山市 左座・右座。15歳以上が加入、翁舞奉納
111 生駒郡 片桐村西 八幡 大和郡山市 十人衆（年長10人）
112 生駒郡 片桐村南井 大 大和郡山市 座
113 生駒郡 片桐村豊浦 八幡 大和郡山市 朝座
114 生駒郡 片桐村小南 小南 大和郡山市 左八幡座、右天皇座。一老・二老
115 生駒郡 片桐村田中 甲斐 大和郡山市 座。明治43年以降は、区長以下年順に着座して直会式のみ
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116 生駒郡 片桐村満願寺 古田 大和郡山市 左座・右座。一老～四老
117 生駒郡 三郷村勢野 八幡 三郷町 宮座講（36戸・96名）、一老～十老
118 生駒郡 三郷村勢野秋留 八幡 三郷町 宮座講（45戸・94名）
119 生駒郡 三郷村南畑 素盞鳴 三郷町 宮座（28戸）
120 生駒郡 安堵村東跡 飽波 安堵町 かつてあったが、現在なし
121 生駒郡 安堵村岡﨑 子守 安堵町 かつてあったが、現在なし
122 生駒郡 安堵村東跡 天ツ 安堵町 かつてあったが、現在なし
123 生駒郡 安堵村東跡 廣峰 安堵町 宮座（10戸）、甘酒をつくる
124 生駒郡 安堵村笠目 御霊 安堵町 吉田座・敬神座・南座
125 生駒郡 安堵村窪田 杵築 安堵町 宮座なし
126 生駒郡 安堵村窪田 八王子 安堵町 宮座、一老・二老、一～三の当家
127 生駒郡 安堵村窪田 下杵築 安堵町 宮座（明治 8年まで）
128 生駒郡 富雄村中 葛上 奈良市 十五人衆・左近座（25戸、神主と刀称を出す）・平座
129 生駒郡 富雄村石木 登弥 奈良市 本座（ 4組）・平座（ 1組）→本座（ 5組）。各座とも七人衆
130 生駒郡 富雄村三碓 添御縣坐 奈良市 宮座（ 3戸・井司家のみ）
131 山辺郡 都介野村友田 都祁水分 奈良市 旧敬神講（ 7人→17人）・新敬神講
132 山辺郡 都介野村白石 国津 奈良市 旧宮座（18戸）・新宮座（大正11年～）
133 山辺郡 都介野村針 春日 奈良市 本座・左座、幣主（ 1年間分霊を奉祀）
134 山辺郡 都介野村小山戸 山口 奈良市 宮座なし
135 山辺郡 都介野村藺生 葛 奈良市 宮座なし
136 山辺郡 都介野村南之庄 国津 奈良市 宮座なし
137 山辺郡 都介野村甲岡 国津 奈良市 宮座なし
138 山辺郡 都介野村吐山 下部 奈良市 宮本筋（20数軒）、燈明田あり（明治39年廃止）
139 山辺郡 二階堂村合場 三十八 天理市 宮座（31戸）
140 山辺郡 二階堂村備前 天皇 天理市 宮座（11戸）
141 山辺郡 二階堂村南六條 三十八 天理市 宮座（座筋→明治23年開放）
142 山辺郡 東里村小原 八幡 奈良市 秋祭本座（10/19）・夏祭座（ 7 /15）・権現座（旧11/15）

・亥の子座（旧11/初亥）
143 山辺郡 東里村染田 春日 奈良市 本座（秋の例祭）、夏神楽座（ 7 /11）
144 山辺郡 東里村多田 九頭 奈良市 本座（10/17）、夏神楽座（ 7 /10）
145 山辺郡 東里村無山 九頭 奈良市 本座（10/25）、夏神楽座（ 7 /10）
146 山辺郡 豊原村三ケ谷 八柱 山添村 座拝、當屋（ 4戸）
147 山辺郡 豊原村勝原 八柱 山添村 座、一老～八老
148 山辺郡 豊原村岩屋 八柱 山添村 宮座、17歳以上
149 山辺郡 豊原村毛原 八阪 山添村 當屋（ 4戸ずつ）
150 山辺郡 豊原村切幡 神明 山添村 大字を二つに分け、上出・下出から宮守を出す
151 山辺郡 豊原村助合 八王子 山添村 座
152 山辺郡 豊原村箕輪 三柱 山添村 【宮座の記載なし】
153 山辺郡 豊原村大塩 八柱 山添村 【宮座の記載なし】
154 山辺郡 針ケ別所村下深

川
春日 奈良市 長ナ座（春日講）・中座（左座・右座）

155 山辺郡 織田村箸中 国津 奈良市 左座・右座・中座→左座・右座。十人衆（60歳以上）
156 磯城郡 川東村阪手並方 八阪 田原本町 旧講・新講・中講→合併
157 磯城郡 川東村蔵堂 須佐之男 田原本町 宮座なし
158 磯城郡 初瀬町柳 大己貴 桜井市 【宮座の記載なし】
159 磯城郡 初瀬町吉隠 春日 桜井市 宵宮座（10/ 9 ）
160 磯城郡 初瀬町吉隠 天満 桜井市 宵宮座（10/ 9 ）
161 磯城郡 初瀬町角柄 高龗 桜井市 宮座。大字の上中下から頭屋、受持頭屋（ 2 /15）
162 磯城郡 初瀬町初瀬 素盞雄 桜井市 宮座。宮座神縄掛祭（旧 1 /13）
163 磯城郡 初瀬町木小路 白髭 桜井市 【宮座の記載なし】
164 磯城郡 初瀬町出雲 十二柱 桜井市 【宮座の記載なし】
165 磯城郡 初瀬町白河 秉田 桜井市 宮座、當屋
166 磯城郡 城島村粟殿 大神 桜井市 東粟殿・西粟殿に各組の宮講
167 磯城郡 城島村外山 宗像 桜井市 宮座（ 2組）。當屋（年長者から順番）
168 磯城郡 城島村赤尾 忍阪山口 桜井市 明神座講
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169 磯城郡 城島村忍阪 忍阪坐生根 桜井市 座、綱掛（ 1 / 7 ）
170 磯城郡 朝倉村黒崎 白山比咩 桜井市 宮座、 7区からそれぞれ頭屋
171 磯城郡 朝倉村脇本 春日 桜井市 宮座・頭人衆（氏子一同）
172 磯城郡 朝倉村笠間 櫻實 桜井市 宮座（江戸時代には少人数の座→明治初年全戸へ、3組）
173 磯城郡 朝倉村安田 談山 桜井市 宮座
174 磯城郡 朝倉村竜谷 三輪 桜井市 頭家講（明治初年全戸に）
175 磯城郡 朝倉村岩坂 十二 桜井市 宮座
176 磯城郡 朝倉村狛 稲荷 桜井市 宮座、頭家
177 磯城郡 多村多 皇子命 田原本町 宮座（ 2座）、本當家・後當家・算用當家
178 磯城郡 多村多 姫皇子命 田原本町 宮座講（観音堂の講員、観音講と同一）
179 磯城郡 多村豊田 八阪 田原本町 新座・古座
180 磯城郡 多村千代西方 春日 田原本町 綱切講
181 磯城郡 上之郷村小夫嵩

方
天照皇大 桜井市 宮座、宮當屋座（頭屋）

182 磯城郡 上之郷村小夫 天 桜井市 宮座。御田祭の当屋と例祭の当屋。 2 / 8（旧 1 / 8 ）と
12/ 8（旧12/ 8 ）神縄掛祭

183 磯城郡 上之郷村滝倉 滝倉 桜井市 宮座中間12人（六坊から 6人と下 6人、他頭人は地僧）、
1 / 1 頭人交代

184 磯城郡 上之郷村三谷 菅原 桜井市 宮座。春季祭に山ノ口座（木製の農具をつくり、縄につ
け、西流の川にかける）、秋季祭は山の道具を吊してい
たが、絶える

185 磯城郡 上之郷村笠 天満 桜井市 東座・西座（各座とも 6組に分かれ、12の宮座）。座中か
ら長老一人が宮本

186 宇陀郡 内牧村檜牧 御井 宇陀市 新當（二十八日座・旧 8 /28）と旧當（朔日座・旧 9 / 1 ）
187 宇陀郡 榛原町額井 十八 宇陀市 宮座、初祈禱（旧正/12）
188 宇陀郡 榛原町山辺 篠畑 宇陀市 宮座、初祈禱（旧 1 / 8 ）
189 宇陀郡 榛原町山辺 葛 宇陀市 宮座（当家株→全戸へ）、初祈禱（旧 1 / 8 ）
190 宇陀郡 榛原町長峯 天満 宇陀市 宮座、初祈禱（旧 1 / 5 ）、当家なし
191 宇陀郡 榛原町福地 椋下 宇陀市 古頭・新頭・敬神講。初祈禱（旧 1 / 6 ）、10/ 1 朔日座
192 宇陀郡 榛原町戒場 戒場 宇陀市 宮座。初祈禱（旧 1 / 8 ）、当家なし
193 宇陀郡 榛原町足立 八阪 宇陀市 座、当家なし
194 宇陀郡 榛原町上井足 三十八 宇陀市 宮座
195 宇陀郡 神戸村平尾 水分 宇陀市 【回答用紙なし、御田植祭行事歌のみ添付】
196 宇陀郡 神戸村野依 白山 宇陀市 【回答用紙なし、御田植祭行事歌のみ添付】
197 高市郡 阪合村佐田 春日 明日香村 宮座（ 2座）
198 高市郡 阪合村森 素盞鳴命 明日香村 宮座
199 高市郡 阪合村御園 天 明日香村 宮座
200 高市郡 阪合村桧前 於美阿志 明日香村 大講・新講
201 高市郡 阪合村上平田 八阪 明日香村 大宮講と春日講
202 高市郡 阪合村平田 八阪 明日香村 宮座として三講あり
203 高市郡 阪合村真弓 櫛玉命 明日香村 大宮座（産講）・小宮座（窪方と真弓）
204 高市郡 畝傍町四分 鷺栖 橿原市 大字四分の古座・新座（新大正講）、大字縄手の古座・新座
205 高市郡 畝傍町五條野 春日 橿原市 宮座
206 高市郡 畝傍町五條野 素盞鳴命 橿原市 宮講（もとは13名）→宮座、敬神会
207 高市郡 畝傍町五條野 馬立伊勢部田中 橿原市 和田宮講
208 高市郡 畝傍町五條野 大歳 橿原市 東宮講・西宮講・南宮講・北宮講（北宮講はなくなる）
209 高市郡 畝傍町五條野 八咫烏 橿原市 宮座、燈灯講（男性16～30歳）
210 北葛城郡 新庄町疋田 調田坐一言 葛城市 宮講（10人）
211 北葛城郡 下田村下田 鹿嶋 香芝市 座衆・拾人衆（長老10人）・敬鎮講
212 北葛城郡 下田村逢坂 大阪山口 香芝市 宮座（25人）・長老10人を本座、他は若座
213 北葛城郡 下田村北今市 戎 香芝市 十人衆（男性のうち長老10人）・敬神講
214 北葛城郡 下田村五ケ所 厳島 香芝市 宮座（数人が加入→全戸が加入）
215 北葛城郡 下田村下田 山崎 香芝市 五人衆（長老 5人、一老～五老）・敬鎮講。旧 1 /26に座
216 北葛城郡 下田村下田 春日 香芝市 十人衆・敬鎮講
217 北葛城郡 下田村狐井 杵築 香芝市 十人衆・敬神座
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218 南葛城郡 葛城村南郷 住吉 御所市 宮座講（南郷一円）
219 南葛城郡 葛城村井戸 高木 御所市 井戸宮座講（旧座［ 8人］・新座［10人］）
220 南葛城郡 葛城村東持田 葛城御歳 御所市 持田宮座講（ 7人）
221 南葛城郡 掖上村茅原 熊野 御所市 宮講（15名）
222 南葛城郡 掖上村東寺田 八幡 御所市 座講員（19人）
223 南葛城郡 掖上村原谷 国見 御所市 柏原上方大講旧座・柏原上方新座（12人）。座講（旧 9 / 8 ）
224 南葛城郡 掖上村柏原 神武天皇 御所市 柏原北方旧座（26戸）・北方新座（20戸：約10年前に発足）・

柏原中方［旧座］（26戸：約50年前）・柏原中方［新座］（ 9名
→ 8名：明治39年）

225 南葛城郡 掖上村玉手 孝安 御所市 宮講（ 5名）【春日社と同じ調査票で、どちらの宮講かは
不明】

226 南葛城郡 掖上村玉手 春日 御所市 宮講（ 5名）【孝安社と同じ調査票で、どちらの宮講かは
不明】

227 南葛城郡 葛城村茅原 熊野 御所市 宮講
228 南葛城郡 大正村櫛羅 鴨山口 御所市 【宮座の記載なし】。汁粉祭（ 1 / 6 、醴酪を釀し神前に供

す）、御田植祭
229 南葛城郡 大正村楢原 駒形大重 御所市 宮座講、 3人の当家
230 南葛城郡 秋津村蛇穴 野口 御所市 座講祭（ 5 / 5 ）、藁の大蛇、わかめ汁の神饌
231 宇智郡 大阿太村東阿田 八幡 五條市 宮座（10/ 1 ）
232 宇智郡 北宇智村住川 龍智 五條市 宮座（19名）
233 宇智郡 北宇智村小和 御霊 五條市 宮座
234 宇智郡 北宇智村西阿田 多賀 五條市 宮座なし
235 宇智郡 北宇智村久留野 御霊 五條市 全戸から 3戸を抽籤し、本当家と相当家 2戸を選ぶ。朔

日座（10/ 1 ）、二十日座（10/20）
236 吉野郡 吉野町六田 丹生 吉野町 衆分社（十三人衆）・九日講・敬神講。 3 / 8 　二月座、十

三人衆の下に、見習14人
237 吉野郡 吉野町丹治 吉野水分 吉野町 古座・新座（明治30年から）。宮守は古座 5～ 6名と新座

3名
238 吉野郡 中龍門村柳 國造 吉野町 宮座は明治20年ごろなくなる
239 吉野郡 中龍門村色生 天照霊 吉野町 宮座は明治20年ごろなくなる
240 吉野郡 中龍門村三茶屋 久須斯 吉野町 宮座は明治20年ごろなくなる
241 吉野郡 中龍門村小名 牟遲 吉野町 宮座。全戸から 2名を當家に選ぶ
242 吉野郡 中龍門村番東 八幡 吉野町 宮座は明治20年ごろなくなる
243 吉野郡 大淀町増口 水分 大淀町 大字上市宮座（12人）・増口宮座（最年長者が当番神主）
244 山辺郡 丹波市町丹波市 市座 天理市 宮座（明治初年に廃止）
245 山辺郡 丹波市町勾田 春日 天理市 宮座
246 山辺郡 丹波市町川原城 神明 天理市 宮座

当屋・當家などの記載は、原本の記述に従った。【宮座の記載なし】など、【　】は補った部分である。
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座
の
研
究
』
の
宮
座
分
布
表
と
も
合
致
し
な
い
神
社
が
多
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

肥
後
は
こ
の
資
料
を
見
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
昭
和
四
年
の
宮
座
調
査
資
料
の
宮
座
リ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
大
部
に
な
る
が
、
表
3
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
。

表
の
作
成
に
際
し
て
は
、
同
一
用
紙
に
二
社
以
上
の
回
答
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
役

場
で
一
連
の
用
紙
に
複
数
の
神
社
の
回
答
を
記
し
て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
別
に
し
て
、
通
し
番
号
を
振
っ
て
い
る
。

　

宮
座
の
組
織
に
つ
い
て
肥
後
和
男
は
、
特
定
の
家
筋
な
ど
に
限
定
さ
れ
た
特
権
的

な
集
団
を
株
座
と
呼
び
、
そ
の
限
定
が
な
く
な
り
、
氏
子
全
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
村
座
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
株
座
が
村
座
に
変
化
し
て
い

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
も
宮
座
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
戦
後
の
宮
座
研
究
で
は
、
こ
の
肥
後
の
定
義
が
正
し
い
も
の
か
ど
う
か
を

各
地
の
現
地
調
査
を
も
と
に
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
株
座
だ
け
を
宮
座
と
見
る
説
、
村

座
を
宮
座
と
見
る
説
、
も
と
も
と
村
人
全
員
で
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
も
の
が
、
特
定

の
人
間
だ
け
が
祭
祀
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
、
も
っ
と
広
く
、
一
定

の
決
め
ら
れ
た
資
格
を
有
す
る
も
の
が
神
仏
の
前
に
一
座
し
て
祭
り
を
行
う
組
織
だ

と
す
る
説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
『
昭
和
四
年
大
和
国
神
宮
神
社
宮
座
調
査
』
を
見
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、大
和
神

社
（
1
番
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
特
定
の
人
び
と
に
よ
っ
て
神
社
の
祭
祀
が
行
わ
れ

て
い
た
状
態
が
、
明
治
初
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
村
人
全
体
に
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た

様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
形
態
と
し
て
は
、同
じ
座
の
中
で
開
放
さ
れ
た
場
合
、本

座
と
平
座
の
よ
う
に
二
つ
の
座
に
格
差
が
あ
っ
た
も
の
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
従
来

の
座
以
外
に
新
し
い
座
が
つ
く
ら
れ
た
場
合
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

肥
後
の
い
う
株
座
が
村
座
へ
変
化
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
だ
が
、
祭
祀

が
氏
子
全
体
に
開
放
さ
れ
た
後
の
組
織
の
呼
称
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
回
答
の
記
述
を

見
て
い
く
と
、添
上
郡
治
道
村
新
庄
の
素
盞
鳴
神
社
（
47
番
）
や
鉾
立
神
社
（
48
番
）

で
は
、
宮
座
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
一
円
で
組
織
さ
れ
る
と
し
て
宮
座
の
語
が
使
わ
れ
、

帯
解
町
山
の
八
阪
神
社
（
26
番
）
で
は
、
明
治
八
、
九
年
に
土
着
の
者
か
ら
全
戸
に

開
放
さ
れ
た
が
、
ま
だ
座
と
記
入
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
帯
解
町
田
中
の
八
王
子
神
社
（
29
番
）
で
は
、「
宮
座
は
不
詳
。
大

字
全
部
が
座
中
」
と
答
え
て
お
り
、
同
郡
東
山
村
の
金
刀
比
羅
神
社
（
31
番
）
は
一

七
歳
以
上
の
氏
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
記
述
が
あ
り
、
八
幡
神
社
（
32
番
）
で
は
當

人
の
記
述
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
宮
座
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
座
あ
る
い
は
座
中

は
氏
子
全
戸
に
な
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
宮
座
と
は
呼
ば
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

磯
城
郡
朝
倉
村
竜
谷
の
三
輪
神
社
（
174
番
）
で
は
、
明
治
初
年
に
全
戸
で
組
織
が

構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
頭
家
講
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
座
講
や
敬
神

講
な
ど
、
講
と
い
う
語
が
付
く
と
こ
ろ
が
多
い
。
敬
神
講
は
、
信
者
の
集
団
と
し
て

地
元
の
氏
子
地
区
に
住
む
人
以
外
で
も
参
加
で
き
る
と
す
る
神
社
も
多
い
よ
う
に
、

講
は
特
定
の
構
成
員
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
加
入
の
資
格
も
緩
や
か
に
な
り
、
親
睦
の
意

味
合
い
が
強
く
な
っ
た
組
織
で
あ
る
。
宮
座
講
に
つ
い
て
も
、
宮
座
は
特
定
の
家
筋

な
ど
で
組
織
さ
れ
た
祭
祀
集
団
な
の
に
対
し
、
宮
座
講
は
全
戸
に
開
放
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う⑨
。

四
、
宮
座
研
究
史
の
上
で
の
位
置
付
け

　

こ
の
昭
和
四
年
の
宮
座
調
査
が
な
ぜ
行
わ
れ
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
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そ
こ
で
、
こ
の
前
後
の
時
期
の
宮
座
研
究
や
神
社
の
調
査
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　

宮
座
の
研
究
は
、
中
世
の
商
工
業
者
の
組
織
で
あ
る
座
の
研
究
と
関
連
し
て
行
わ

れ
て
い
た
。
宮
座
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
大
正
時
代
の
中
山
太
郎⑩
か
ら
で
、

そ
の
後
、昭
和
に
な
っ
て
平
泉
澄⑪
、豊
田
武⑫
な
ど
も
宮
座
を
研
究
対
象
に
し
た
が
、多

く
は
文
献
資
料
や
地
誌
類
を
分
析
の
材
料
に
し
て
い
た
。
文
献
資
料
以
外
に
、
現
地

調
査
の
成
果
も
加
え
た
研
究
は
、中
川
政
治
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

に
発
表
さ
れ
た
中
川
の
論
稿
に
は
、
生
駒
郡
の
高
山
八
幡
社
な
ど
奈
良
県
の
神
社
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り⑬
、
時
期
と
し
て
は
奈
良
県
の
昭
和
四
年
の
宮
座
調
査
に
一
番

近
い
研
究
だ
が
、
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

宮
座
が
民
俗
学
の
調
査
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
も
う
少
し
後
で
あ

る
。
柳
田
國
男
を
中
心
と
す
る
民
間
伝
承
の
会
は
、
の
ち
に
『
山
村
生
活
の
研
究⑭
』

（
一
九
三
七
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
山
村
調
査
を
、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か

ら
三
年
間
行
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
統
一
の
質
問
項
目
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
当
初
か

ら
そ
の
中
に
頭
屋
制
の
項
目
は
あ
っ
た
が
、
宮
座
が
調
査
項
目
に
加
わ
る
の
は
、
十

一
年
の
調
査
か
ら
で
あ
る⑮
。
前
年
の
昭
和
十
年
度
の
中
間
報
告
に
関
敬
吾
が
宮
座
の

こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と⑯
が
直
接
の
理
由
だ
が
、
肥
後
和
男
の
調
査
が
始
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

奈
良
県
内
の
祭
礼
調
査
報
告
と
し
て
著
名
な
辻
本
好
孝
の
『
和
州
祭
礼
記⑰
』（
一
九

四
四
年
）
は
、
雑
誌
『
磯
城
』
の
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
そ
の
連
載
が
始
ま

っ
た
の
も
昭
和
十
三
年
か
ら
で
あ
り
、
肥
後
の
調
査
の
後
に
な
る
。

　

神
社
の
神
事
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
で
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
『
大

阪
府
官
幣
社
現
行
特
殊
慣
行
神
事⑱
』、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
『
大
阪
府
郷
社
現

行
特
殊
慣
行
神
事⑲
』
が
発
行
さ
れ
て
、
府
内
の
官
幣
社
と
郷
社
の
神
事
を
ま
と
め
て

お
り
、そ
の
間
に
『
大
阪
府
神
社
史
資
料⑳
』（
一
九
三
三
年
）
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
で
も
、
昭
和
十
一
年
四
月
の
時
点
で
、『
兵
庫
県
神
社
誌㉑
』
の
調
査
が
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
前
期
は
、
神
社
や
そ
こ
で
の
神
事
に
つ
い
て
の
調
査
と
報
告

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
奈
良
県
で
も
同
様
の
調
査
が
行
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
が
、
神
社
全
般
の
調
査
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
宮
座
の
調
査
に
限
定
し
て
い
る

こ
と
が
非
常
に
特
殊
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
宮
座
は
奈
良
県
内
の
神
社
の
祭
祀
組
織
に

と
っ
て
普
遍
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
祭
り
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
こ
の
調
査
の
成
果
は
ま
と
め
ら
れ
ず
、
昭
和
十
一

年
の
肥
後
和
男
の
調
査
で
も
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
昭
和
四
年
の
資

料
は
、
宮
座
の
研
究
史
で
も
初
期
の
調
査
報
告
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
内
容
は
、
江
戸
時
代
の
宮
座
の
祭
祀
と
そ
の
後
の
変
化
の
様
子
を
記
し
て
お
り
、

非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
資
料
を
通
じ
て
わ
か
る
こ
と
は
、
宮
座
と
い
う
語
が
祭
祀
組
織
を

指
す
こ
と
を
、
当
時
の
奈
良
県
の
人
び
と
は
理
解
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
稿
で
は
宮
座
と
い
う
語
を
使
っ
て
き
た
が
、
実
際
に
近
畿
地
方
全

体
を
見
る
と
、
神
社
の
祭
祀
組
織
を
宮
座
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
宮
座
は
民
俗

学
の
学
術
用
語
で
あ
り
、
必
ず
し
も
地
元
で
宮
座
と
呼
ん
で
い
な
く
て
も
、
神
社
の

拝
殿
や
寺
の
御
堂
な
ど
に
裃
や
羽
織
・
袴
な
ど
を
着
た
氏
子
の
人
び
と
が
集
ま
っ
て

祭
り
を
行
う
場
合
、
そ
こ
に
座
す
た
め
に
一
定
の
資
格
が
決
め
ら
れ
て
い
る
祭
祀
組

織
を
総
称
し
て
宮
座
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
単
に
座
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
や
、
近
江
を
中
心
に
見
ら
れ
る
オ
コ
ナ
イ

も
宮
座
の
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
。
肥
後
和
男
が
『
宮
座
の
研
究
』
に
載
せ
た
近
畿



一
四

地
方
の
宮
座
分
布
表
に
兵
庫
県
の
宮
座
が
少
な
い
の
は
、
宮
座
の
有
無
の
質
問
に
対

し
て
「
宮
座
は
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
兵
庫

県
で
は
オ
ト
ウ
（
御
當
）
と
い
う
祭
祀
組
織
が
あ
り
、
こ
れ
は
宮
座
に
含
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
大
和
（
奈
良
県
）
に
お
い
て
は
、
近
世
以
前
か
ら
宮
座
と
い
う
呼
び
名

が
一
般
に
定
着
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宮
座
の
研
究
が
本
格
化
す
る
前
の
昭
和

四
年
の
時
点
で
奈
良
県
が
宮
座
調
査
を
行
っ
て
も
、
多
く
の
回
答
が
返
送
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
本
来
宮
座
は
、
大
和
と
そ
の
周
辺
地
域
の
神
社
の
祭
祀
組
織
を
指
す
言
葉

だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
肥
後
和
男
は
、
株
座
と
村
座
を
そ
の
構
成
員
が
限
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
の

違
い
で
区
分
し
、
ど
ち
ら
も
宮
座
に
含
ま
れ
る
と
考
え
た
が
、
昭
和
四
年
当
時
の
奈

良
県
の
人
び
と
は
、
家
筋
な
ど
特
定
の
人
び
と
だ
け
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

だ
け
が
、
そ
の
祭
祀
組
織
を
宮
座
と
呼
び
、
氏
子
全
戸
に
な
っ
た
場
合
は
宮
座
で
は

な
く
な
っ
た
と
意
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
肥
後
は
、
氏
子
全
体
に
開
放
さ
れ
た

も
の
を
村
座
と
呼
ん
だ
が
、
昭
和
四
年
の
宮
座
調
査
資
料
に
村
座
と
記
入
さ
れ
て
い

る
の
は
、
大
和
神
社
（
1
番
）
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
は
、
宮

座
講
な
ど
、
同
じ
祭
祀
組
織
で
も
加
入
資
格
な
ど
が
比
較
的
緩
や
か
に
な
る
講
と
表

現
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
宮
座
講
と
い
う
呼
び
名
を
、
現
在
聞
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
学
術
用
語
と
し
て
の
宮
座
が
定
着
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
状
況

を
伝
え
る
昭
和
四
年
の
宮
座
調
査
資
料
は
、
そ
の
点
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
奈
良
県
庁
文
書
に
残
る
二
つ
の
宮
座
調
査
資
料
に
つ
い
て
、
特
に
昭
和

四
年
の
宮
座
の
記
述
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
回
答
に
は
、

宮
座
の
祭
り
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
現
在
す
で
に
行
わ
れ
な
く
な

っ
た
儀
礼
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ま
だ
地
元
で
伝
承
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
多
く
、
も
と
の
儀
礼
の
姿
を
把
握
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の

資
料
は
有
効
な
手
が
か
り
と
な
る
。
今
後
は
、
資
料
の
記
述
を
も
と
に
現
地
調
査
を

行
っ
て
、
奈
良
県
内
の
宮
座
の
祭
り
と
儀
礼
に
つ
い
て
さ
ら
に
分
析
を
進
め
た
い
。

註①　

奈
良
県
史
編
集
委
員
会
編
『
奈
良
県
史
』
第
一
三
巻
・
民
俗
（
下
）、
名
著
出
版
、
一

九
八
八
年
。

②　

中
田
太
造
著
『
大
和
の
村
落
共
同
体
と
伝
承
文
化
』（
名
著
出
版
、一
九
九
一
年
）。
な

お
、
こ
こ
に
は
『
奈
良
県
史
』
で
は
、
第
一
節
に
載
っ
て
い
る
「
大
和
の
宮
座
―
そ
の

年
齢
階
梯
制
―
」（
一
九
八
三
年
初
出
）
と
合
体
し
た
形
で
リ
ス
ト
が
載
っ
て
い
る
。

③　

こ
れ
ら
以
外
に
、『
史
料
と
伝
承
』
三
号
、
四
号
（
一
九
八
一
年
）、
六
号
（
一
九
八

二
年
）、
七
号
（
一
九
八
四
年
）
に
、「『
宮
座
資
料
』
内
容
総
目
録
（
上
）・（
中
）・（
下

ノ
一
）・（
下
ノ
二
）」
と
し
て
、『
宮
座
調
査
』
の
目
録
と
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落

調
査
報
告
』
の
滋
賀
県
の
目
録
が
載
っ
て
い
る
。

④　

肥
後
和
男
著
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』（『
東
京
文
理
科
大
学
紀
要
』
第
一
六

巻
、
一
九
三
八
年
）、『
宮
座
の
研
究
』
八
～
一
〇
ペ
ー
ジ
、（
一
九
四
一
年
、
弘
文
堂　

一
九
七
〇
年
復
刊
）

⑤　

黒
田
一
充
編
『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
（
一
）
～
（
三
）
大
阪
府
・

兵
庫
県
』（
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
～
一
〇

年
）。

⑥　

こ
れ
ら
各
府
県
で
の
調
査
票
の
質
問
項
目
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
肥
後
和
男

の
宮
座
調
査
資
料
」（『
神
社
を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
（
二
）
―
大
阪
府　



一
五

北
河
内
郡
・
中
河
内
郡
・
南
河
内
郡
―
』
二
〇
〇
八
年
）
に
一
覧
表
を
ま
と
め
て
解
説

し
て
い
る
。

⑦　

な
お
、
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
七
日
に
発
行
さ
れ
た
『
奈
良
県
報
（
公
報
）』（
一
五

一
八
号
）
に
は
、
こ
の
件
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑧　

註
④
参
照
、『
宮
座
の
研
究
』
九
ペ
ー
ジ
。

⑨　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
和
の
宮
座
文
書
の
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
筆

者
の
調
査
し
た
明
日
香
村
小
山
の
杵
築
神
社
で
は
、
文
化
十
三
年
の
「
宮
講
中
覚
書
」

が
残
っ
て
い
る
な
ど
、
江
戸
時
代
に
も
講
は
使
わ
れ
て
い
た
。

　
　

そ
の
一
方
で
、
大
和
郡
山
市
矢
田
の
矢
田
坐
久
志
玉
比
古
神
社
（
11
番
）
で
は
、
東

座
・
西
座
・
丸
尾
座
な
ど
が
あ
り
、
調
査
の
回
答
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
座
は

左
座
と
右
座
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
左
座
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
座
中
箱
の
中
に
算

用
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
文
書
と
し
て
「
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
酉
年

宮
田
算
用
帳
」「
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
子
年
宮
座
算
用
帳
」「
慶
応
元
丑
年
（
一
八

六
五
）
宮
座
算
用
帳
」
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
明
治
に
入
る
と
、「
明
治
二
年
（
一
八
六

九
）
宮
田
算
用
帳
」「
明
治
八
年
宮
座
算
用
帳
」
と
宮
座
と
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

「
明
治
二
十
二
年
宮
講
中
諸
入
費
算
用
帳
」「
明
治
二
十
八
年
座
中
順
番
名
前
帳
」
と
し

て
宮
座
で
は
な
く
、
宮
講
中
や
座
中
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
（
こ
の
宮
座
文
書
は
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
の
平
成
二
一
年
度
冬
の
企
画
展

「
大
和
郡
山
市
の
祭
り
と
行
事
」
で
展
示
さ
れ
た
）。

⑩　

中
山
太
郎
「
座
源
流
考
」（『
歴
史
地
理
』
二
九

－

三
・
四
、
一
九
一
八
年
）、
同
「
宮

座
の
研
究
」（『
社
会
学
雑
誌
』
六
、
一
九
二
四
年
）。

⑪　

平
泉
澄
「
神
社
を
中
心
と
す
る
自
治
団
体
の
結
合
と
統
制
」（
神
道
攷
究
会
編
『
神
道

講
座
』
第
四
冊
・
歴
史
篇
、
一
九
三
〇
年
。
原
書
房　

一
九
八
一
年
復
刊
）。

⑫　

豊
田
武
「
宮
座
の
発
達
と
そ
の
変
質
」
一
九
三
六
年
、「
中
世
に
於
け
る
神
社
の
祭
祀

組
織
に
つ
い
て
」
一
九
四
二
年
（
ど
ち
ら
も
、豊
田
武
著
作
集
第
五
巻
『
宗
教
制
度
史
』

に
収
録
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）。

⑬　

中
川
政
治
「
近
畿
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
と
古
代
村
落
の
社
会
形
態
」（『
國
學
院
雑

誌
」
三
三

－

八
・
九
、
一
九
二
七
年
）。

⑭�

柳
田
国
男
編
『
山
村
生
活
の
研
究
』（
民
間
伝
承
の
会
、
一
九
三
七
年
）。
な
お
、
こ
の

中
の
「
五
一　

神
事
の
座
席
」
で
、
大
藤
時
彦
が
宮
座
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

⑮�

山
村
調
査
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、「
郷
土
生
活
研
究
採
集
手
帖
」（
昭
和
九
～
十
一

年
度
）
が
つ
く
ら
れ
た
（
比
嘉
春
潮
・
大
間
知
篤
三
・
柳
田
国
男
・
守
随
一
編
『
山
村

海
村
民
俗
の
研
究
』
名
著
出
版
、一
九
八
四
年
に
収
録
）。
昭
和
十
一
年
度
に
追
加
さ
れ

た
「
七
八　

宮
座
」
の
項
目
に
は
、
神
事
の
座
席
と
年
齢
階
梯
制
の
関
係
を
調
査
す
る

よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

⑯　

関
敬
吾
「
宮
座
に
就
い
て
―
主
と
し
て
江
州
東
小
椋
の
村
落
生
活
と
関
連
し
て

―
」（『
山
村
生
活
調
査
第
二
回
報
告
書
』
一
九
三
六
年
、『
山
村
海
村
民
俗
の
研
究
』

に
収
録
）。

⑰　

辻
本
好
孝
著
『
和
州
祭
礼
記
』（
一
九
四
四
年
。
名
著
出
版
、
一
九
七
九
年
復
刊
）。

⑱　

大
阪
府
編
輯
『
大
阪
府
官
幣
社
現
行
特
殊
慣
行
神
事
』
一
九
三
〇
年
。

⑲　

大
阪
府
学
務
部
（
野
本
稔
尋
編
）『
大
阪
府
郷
社
現
行
特
殊
慣
行
神
事
』（
一
九
三
四

年
）

⑳　

大
阪
府
編
『
大
阪
府
神
社
史
資
料
』（
一
九
三
三
年
。
大
阪
府
神
社
庁
か
ら
上
・
下
巻

で
一
九
八
六
年
に
復
刻
）。

㉑　

兵
庫
県
神
職
会
編
『
兵
庫
県
神
社
誌
』（
全
四
冊
、一
九
三
七
～
四
〇
年
。
臨
川
書
店
、

一
九
八
四
年
復
刊
）。




